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1. 2027年2月期第1四半期の連結業績（2026年3月1日～2026年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年2月期第1四半期 3,122 15.1 409 95.4 420 79.6 257 78.8

2026年2月期第1四半期 2,711 3.2 209 △21.3 234 △18.0 143 △21.6

（注）包括利益 2027年2月期第1四半期　　281百万円 （112.7％） 2026年2月期第1四半期　　132百万円 （△39.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2027年2月期第1四半期 278.48 ―

2026年2月期第1四半期 155.76 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年2月期第1四半期 6,755 3,947 52.5

2026年2月期 6,589 3,789 51.8

（参考）自己資本 2027年2月期第1四半期 3,546百万円 2026年2月期 3,415百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年2月期 ― 0.00 ― 135.00 135.00

2027年2月期 ―

2027年2月期（予想） 0.00 ― 135.00 135.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 2月期の連結業績予想（2026年 3月 1日～2027年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,398 0.0 944 0.0 1,033 0.0 492 0.0 533.84

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年2月期1Q 953,600 株 2026年2月期 953,600 株

② 期末自己株式数 2027年2月期1Q 30,468 株 2026年2月期 30,468 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年2月期1Q 923,132 株 2026年2月期1Q 923,132 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く
ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間（2026年３月１日～2026年５月31日）における我が国経済は、円安を背景としたイ

ンバウンド需要の増加により、サービス消費を中心に一定の下支えが見られました。

　一方で、物価高の長期化に加え、国内金利の上昇に伴う家計負担の増加から個人消費は力強さを欠き、消費者

マインドも慎重な状態が続きました。

　さらに、欧州東部での武力衝突の長期化、中東地域の緊張拡大による海上輸送ルートの不安定化、原油価格の

変動など、世界経済の不確実性は一段と高まっています。

　このような環境の中、当社グループでは、リユース事業では、複数連続出店を支える仕組みと体制づくり、経

年劣化した既存店の改修を行いました。また、地方創生事業においては、経営資源を重点投入する業態の選択と

集中を進めました。

　店舗数の推移について、フードサービス事業で５月に１店舗（愛媛県松山市）を新規出店し、同月に１店舗

（香川県高松市）を閉鎖しました。また、地方創生事業で３月に２施設（愛媛県西条市および西予市）を閉鎖し

ました。

　この結果、当社グループの店舗数はリユース事業114店舗、フードサービス事業24店舗、地方創生事業６施

設、合計144店舗となりました。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高3,122,013千円（対前年同四半期比15.1％増）、営業利益409,265

千円（同95.4％増）、経常利益420,845千円（同79.6％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期

純利益は257,069千円（同78.8％増）となりました。

　セグメントごとの経営成績を示すと次のとおりであります。

（リユース事業）

　ハードオフ事業・ブックオフ事業では、ハードオフ本部・ブックオフ本部の経営理念を現場で行動に移し、店

舗運営のスタンダードを実現できる人材育成に取り組み、九州地方における連続出店の準備を行いました。海外

事業ではタイ王国バンコクにて新規出店準備に取り組みました。

　この結果、売上高2,431,604千円（対前年同四半期比19.2％増）、セグメント利益（営業利益）516,031千円

（同55.4％増）となりました。

（フードサービス事業）

　モスバーガー事業では、厨房機器の更新を行い、お客様のニーズに対応できるお店づくりに取り組みました。

　トマト＆オニオン、とり壱などの業態も堅調に推移しました。

　この結果、売上高612,632千円（対前年同四半期比5.4％増）、セグメント利益（営業利益）54,487千円（同

34.0％増）となりました。

（地方創生事業）

　原材料費・光熱費をはじめとした各種コストは上昇していますが、事業業態の現状分析を行い将来の成長が見

込める分野と撤退する分野の選択を行い収益性の改善に取り組みました。

　この結果、売上高77,776千円（対前年同四半期比14.4％減）、セグメント損失（営業損失）42,044千円（前年

同四半期はセグメント損失（営業損失）52,655千円）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて203,905千円増加し、3,593,615

千円となりました。現金及び預金が60,843千円、売掛金が43,396千円、商品が67,683千円、その他（前払費用

等）が32,310千円それぞれ増加したことが主な要因です。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて37,286千円減少し、3,162,352千円となりました。有形固定資産が

7,802千円増加し、投資その他の資産が44,775千円減少したことが主な要因です。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて166,619千円増加し、6,755,968千円となりました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて25,338千円減少し、1,100,171

千円となりました。買掛金が19,522千円、１年内返済予定の長期借入金が36,305千円それぞれ増加し、未払法人

税等が45,845千円、その他（未払金等）が35,320千円それぞれ減少したことが主な要因です。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて34,772千円増加し、1,708,656千円となりました。長期借入金が

63,223千円増加し、その他（リース債務等）が30,362千円減少したことが主な要因です。

　この結果、負債は、前連結会計年度末に比べて9,433千円増加し、2,808,828千円となりました。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて157,185千円増加し、3,947,140千

円となりました。利益剰余金が132,447千円増加したことが主な要因です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年４月14日に公表しました「2026年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の数値に変更はありません。

また、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,780,085 1,840,928

売掛金 149,005 192,401

商品 1,274,928 1,342,612

その他 187,574 219,884

貸倒引当金 △1,883 △2,212

流動資産合計 3,389,710 3,593,615

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,129,943 1,115,154

その他（純額） 709,177 731,769

有形固定資産合計 1,839,121 1,846,923

無形固定資産 21,732 21,418

投資その他の資産

差入保証金 530,312 537,251

その他 818,899 767,169

貸倒引当金 △10,427 △10,410

投資その他の資産合計 1,338,785 1,294,010

固定資産合計 3,199,638 3,162,352

資産合計 6,589,349 6,755,968

負債の部

流動負債

買掛金 56,858 76,380

１年内返済予定の長期借入金 286,947 323,252

未払法人税等 181,914 136,068

その他 599,790 564,469

流動負債合計 1,125,510 1,100,171

固定負債

長期借入金 819,322 882,545

退職給付に係る負債 38,110 38,029

役員退職慰労引当金 115,312 117,531

資産除去債務 497,824 498,599

関係会社事業損失引当金 1,000 －

その他 202,313 171,951

固定負債合計 1,673,883 1,708,656

負債合計 2,799,394 2,808,828

純資産の部

株主資本

資本金 547,507 547,507

資本剰余金 63,507 63,507

利益剰余金 2,740,166 2,872,613

自己株式 △70,666 △70,666

株主資本合計 3,280,514 3,412,961

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47,436 44,723

為替換算調整勘定 87,828 88,588

その他の包括利益累計額合計 135,264 133,312

非支配株主持分 374,175 400,866

純資産合計 3,789,955 3,947,140

負債純資産合計 6,589,349 6,755,968

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年５月31日)

売上高 2,711,420 3,122,013

売上原価 914,332 1,064,258

売上総利益 1,797,087 2,057,755

販売費及び一般管理費 1,587,652 1,648,489

営業利益 209,435 409,265

営業外収益

不動産賃貸料 14,454 14,454

受取負担金 9,147 －

補助金収入 6,289 5,207

受取手数料 3,350 3,829

その他 8,266 9,397

営業外収益合計 41,507 32,888

営業外費用

不動産賃貸原価 13,539 13,647

その他 3,016 7,661

営業外費用合計 16,556 21,308

経常利益 234,386 420,845

特別利益

固定資産売却益 － 7

特別利益合計 － 7

税金等調整前四半期純利益 234,386 420,852

法人税、住民税及び事業税 57,928 94,124

法人税等調整額 11,965 37,084

法人税等合計 69,893 131,209

四半期純利益 164,492 289,643

非支配株主に帰属する四半期純利益 20,703 32,573

親会社株主に帰属する四半期純利益 143,789 257,069

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年３月１日
　至　2025年５月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年３月１日
　至　2026年５月31日)

四半期純利益 164,492 289,643

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 946 △2,713

為替換算調整勘定 △32,946 △5,121

その他の包括利益合計 △32,000 △7,834

四半期包括利益 132,492 281,808

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 125,847 255,117

非支配株主に係る四半期包括利益 6,644 26,691

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

リユース
事業

フードサービス

事業
地方創生事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,039,342 581,176 90,901 2,711,420 － 2,711,420

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,039,342 581,176 90,901 2,711,420 － 2,711,420

セグメント利益又は損失

（△）
332,102 40,664 △52,655 320,111 △110,677 209,435

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

リユース
事業

フードサービス

事業
地方創生事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,431,604 612,632 77,776 3,122,013 － 3,122,013

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 2,431,604 612,632 77,776 3,122,013 － 3,122,013

セグメント利益又は損失

（△）
516,031 54,487 △42,044 528,473 △119,208 409,265

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年３月１日　至　2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年３月１日　至　2026年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年３月１日

至　2025年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年３月１日

至　2026年５月31日）

減価償却費 58,101千円 65,537千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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